
高津デジタル博物館未来に残そう 地域の宝

令和６年度益田市と島根県立大学の共同研究事業 西嶋一泰
ふるさと教育デジタルアーカイブ
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ふるさと教育デジタルアーカイブ R4
•令和４年度開始、益田市高津地区における無形民俗文化財を中
心に資料や映像の撮影・記録・アーカイブを行う

•誰でも利用可能で、タグづけや検索が可能なWebサービス
Notionを試験的に用いてアーカイブを実施

•令和４年度には、ホーランエーの歌い方の映像化・教材化や、
高津餅つき音頭の歌詞付き映像を撮影

•高津小３年生がふるさと教育の授業でホーランエーを学ぶ際に
アーカイブを活用

•餅つき音頭を継承する松葉会が注目され公演増える
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ウェブサイト公開中

https://takatsu.shimane.site

高津デジタル博物館のサイト公開中。
まだ作業中ですが動画・写真・資料を
観ることができます。
下記URLかQRコードからチェック

高津デジタル博物館
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R5 ホーランエーの撮影
• 8/5の早朝の準備から、夜の祭りまで撮影
•柿本神社内にある八幡神社の行事で、神社の行事や陸上の神輿
は氏子たちが行う

•神輿の水上渡御に随行する櫂伝馬船（いわゆるホーランエー）
は、高津のなかの浜地区の人々が担う

•松江のホーランエンヤと異なり、厳島神社の管絃祭を模してい
るので夜に実施される
島根県益田市 益田水郷祭 ホーランエー行事 2023.08.05
https://youtu.be/9ggMEshkIug
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R5 流鏑馬の撮影
• 9/1の祭り当日に撮影
•月遅れの八朔祭（旧暦では8/1に開催・柿本人麿の誕生日）に
多くの露店が並び、近隣からの人手で賑わう行事

•かつては参道の露店をかきわけ流鏑馬行事を行っていた
•現在は整備された高津川沿いの河川敷、流鏑馬公園にて実施
•通行止めになり、高津小は毎年お休み

島根県益田市 柿本神社八朔祭 流鏑馬 2023.09.01
https://youtu.be/o_H40xXA_pw
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デジタルアーカイブ
•のなかで残していかなくてはいけないもの、お話を聞いておか
ないといけない方に話を聞いていく

•高津餅つき音頭の取材でお話を伺った方が残念ながら亡くなら
れた。また、R６年度は益田水郷祭が中止となり、ホーラン
エーほ開催されなかった。

•地域の記憶は文章には残りにくいものも数多くあるので、イン
タビュー動画は貴重な資料

•ただし、単にアーカイブがあっても使いにくいので、公開され、
教材としても使いやすい形でのアーカイブを制作していく
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R6 高津川の放ち鵜飼
•高津川では室町時代から鵜飼を行っており、その特徴は手綱を
使わない「放ち鵜飼」。江戸時代を通じ盛んに鮎漁が行われる

• 1975年頃に途絶えるも、1982年に伝統保存のため復活
• 2001年に最後の鵜匠が亡くなり途絶える
• 2022年に京都府宇治市で「放ち鵜飼」が女性鵜匠により復活
• 2022.10.26 読売テレビニュース「鵜に自由に魚を取らせる「放
ち鵜飼」 鵜のウッティーたちと鵜匠のデビューまでの道の
り」https://youtu.be/ghuroVYsYn0?si=t06an-LigxHakf4M
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放ち鵜飼の伝承
•高津川で放ち鵜飼をされていた
田中久太郎さんの九男の田中久
美さんにお話を伺い、映像を
アーカイブ

•高津川の暮らしに根ざした鵜飼
の暮らし、鮎漁の取り組みがみ
えてくる
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高津川の暮らし
•「放ち鵜飼」のアーカイブはどのように活用・教材化するか
は検討中

•「放ち鵜飼」という独自の文化も含めて、高津川の暮らしを
アーカイブしていってはどうか。川も護岸工事や生業や生活
の変化で、必ずしも身近な存在ではなくなっている

•これらの調査がご縁で、国土交通省が進める河川整備に合わ
せて、川辺の利活用を考える「高津川かわまちづくりの会」
の委員を拝命 河川を地域資源としてどのように活かしてい
くのか、あるいは、かつてはどのように活かしていたのか考
えていくことが必要
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R6 高津十景 活用プロジェクト
•高津十景とは、高津の歴史と文化を考える会が2016年に選定
した特筆すべき地区の景観を集めたもの

•当時、写真の冊子が作られたが部数の残部がなく、小学校の
ふるさと教育等で気軽に配布できない課題があった

• Web化とリーフレット化を行い、活用を促進
•高津小学校の授業で早速活用された

•高津デジタル博物館 https://takatsu.shimane.site/
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R6 高津十景 活用

•高津デジタルアーカイブに特設ページ
• Googleマップを用いて該当箇所をポイ
ント、写真を配置

•リーフレットにも概要を紹介



デジタルアーカイブの活用
•今年度の研究の成果として、活用しやすい形で教材化できれば、
特にふるさと教育と接続して地元でも活用されやすいという結
果がみられた

•教材化や簡単なクイズやワークを行えるような活用法も考えら
れる（デジタル化の利点）

•課題としては地元側にアーキビストを育てることだが、地元の
民間企業と連携した維持・運営方法も現在検討中
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高津川1 柿本神社2 高角橋3 蟠竜湖4 持石海岸5

万葉公園6 飯田のハウス群7 萩･石見空港8 飯田の吊り橋9 高津の街並み10

（C）高津の歴史と文化を考える会 2016 制作 島根県立大学西嶋研究室 / 万葉の里 高津未来の会 2024

高津十景
高津十景Website

高津十景とは？
高津十景（たかつじゅっけい）とは、島根県益田市

高津地区の歴史的・文化的景観を記録し、次世代に伝
えるために選び、まとめたもの。2016年に高津の歴史
と文化を考える会が住民への公募を行って写真の冊子
を作成。このリーフレットもその冊子を元に作成しま
した。あわせてWebsiteも制作していますので、左上
のQRコードからぜひご覧ください。

高津デジタル博物館
島根県益田市高津地区の歴史的・文

化的なものを収集・公開していくプロ
ジェクト。島根県立大学 西嶋一泰研究
室が益田市との共同研究として、万葉
の里 高津未来の会と連携して取り組む。
ホーランエーや流鏑馬などを取材公開。
https://takatsu.shimane.site

高
津
十
景
マ
ッ
プ

島根県益田市高津地区
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